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１．伏木富山港の概要 
 
１） 概 要 

(1)伏木富山港の役割 

特定重要港湾伏木富山港は日本海沿岸のほぼ中央に位置し、伏木、新湊、富山地区の３地

区から形成され、富山、高岡の広域都市圏を背後に擁し、富山県の政治、経済、文化の中枢

に位置する港湾であり、富山県を中心に北陸地方の物流拠点として極めて重要な役割を果た

している。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図１－１ 伏木富山港の位置 
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(2)伏木地区の役割 

伏木地区は、港背後に製紙、化学工業等を中心とする臨海工業地帯や石油配分基地等が立

地し、国内外との貿易港として県内外の社会経済の一翼を担っている。 
 

 

 
 

年 （西暦） 主な出来事 
明治 32 年 （1899 年） 開港場に指定 
明治 33 年 
 

（1900 年） 
 

内務省第三区土木監督署の直轄工事として庄川下流部の治

水工事とともに伏木港の第一期修築工事が始まる 
（庄川・小矢部川の分離、河口の浚渫、護岸工事） 

昭和 14 年 （1939 年） 富山港（当時は東岩瀬港）と統合し、伏木東岩瀬港となる 
昭和 26 年 （1951 年） 伏木富山港と改称、重要港湾に指定 
平成元年 （1989 年） 伏木外港建設現地着手 
平成 10 年 （1998 年） 岸壁(-7.5m)、岸壁(-10m)供用開始 

平成 17 年 （2005 年） 港湾計画一部変更（防波堤（北）延伸、沖防波堤削除） 
平成 18 年 （2006 年） 岸壁(-14m)供用開始（暫定水深-12m） 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

図１－２ 伏木富山港 伏木地区 

表－１ 伏木地区の沿革 
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Ｈ20年　伏木富山港の貨物取扱量（輸出）

単位：フレート・トン

染料・塗料・合成樹

脂・その他化学工

業品, 59,566

化学薬品, 55,896

金属製品, 32,150

完成自動車,

1,953,360

その他, 180,380

金属くず,

141,872

Ｈ20年　伏木富山港の貨物取扱量（輸入）

単位：フレート・トン

石炭,

 1,242,243

その他,

1,082,478

原油,

2,229,530

その他石油製品,

227,097

原木, 277,689

木材チップ,

1,124,006

Ｈ20年　伏木富山港の貨物取扱量（移出）

単位：フレート・トン

石油製品,

 344,278

重油,

 640,747

その他,

96,105水,

91,083

Ｈ20年　伏木富山港の貨物取扱量（移入）

単位：フレート・トン

セメント,

 209,595

その他,

652,810
石油製品,

 617,424

原油,

226,243

２）港 勢 

(1)伏木富山港の取扱貨物量の推移 
伏木富山港の取扱貨物量は約 1,100 万トンで推移しており、平成 20 年実績では 1,149

万トンとなっている。また、平成 19 年の対ロシア外貿取扱貨物量では、我が国で 2 番目

の取扱貨物量(シェア８％)を誇る。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2)伏木富山港の取扱貨物品目内訳(H20 年) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１－４ 取扱貨物の品目内訳 

図１－３ 伏木富山港取扱貨物量の推移 
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(3)伏木地区の取扱貨物量の推移 

伏木地区の取扱貨物量は平成 20 年実績で 189 万トンとなっており、近年増加傾向にあ

る。これは、ロシアへの完成自動車(中古自動車)の輸出量が大幅に増加していることが要

因であり、輸移出入シェアをみると平成 20 年は取扱貨物量の約半数が輸出となっている。 
また、輸入では原塩や石炭などの取扱貨物が目立っている。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
(4)伏木地区の取扱貨物品目内訳(H20 年) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１－７ 取扱貨物の品目内訳 
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図１－５ 伏木地区の取扱貨物量の推移 図１－６ 伏木地区の輸移出入シェアの推移
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Ｈ20年　伏木地区の貨物取扱量（輸入）

単位：フレート・トン

石炭,

 27,121

その他,

13,074

原塩,

37,027

金属鉱, 8,050

鉄鋼, 9,217

木材チップ, 16,783

Ｈ20年　伏木地区の貨物取扱量（輸出）

単位：フレート・トン
金属くず,

10,752

その他, 5,776

完成自動車,

906,420

Ｈ20年　伏木地区の貨物取扱量（移出）

単位：フレート・トン

紙・パルプ,

 15,173

水,

 45,132

その他,

13,417

鉄鋼,

5,604

Ｈ20年　伏木地区の貨物取扱量（移入）

単位：フレート・トン

原塩,

 51,403

その他,

95,518

石油製品,

 530,151

重油,

102,810
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単位：億円

総額 実施済み額(H22d) 進捗率

防波堤(東)(撤去) 50m H 26 ～ H 26 2.0 0.0 0.0%

防波堤(北) 1,650m Ｓ 63 ～ H 24 279.1 275.5 98.7%

岸壁(-10m) 190m H 4 ～ H 8 30.0 30.0 100.0%

岸壁(-7.5m) 130m H 3 ～ H 7 18.8 18.8 100.0%

泊地(-10m) 2.6ha H 5 ～ H 7 5.1 5.1 100.0%

航路(-10m) H 5 ～ H 7 6.8 6.8 100.0%

岸壁(-14m) 280m H 12 ～ H 17 45.6 45.6 100.0%

泊地(-14m) 40.9ha H 12 ～ H 29 47.0 35.3 75.0%

航路(-14m) 0.6ha H 29 ～ H 29 0.7 0.0 0.0%

防波堤(東) 150m H 3 ～ H 6 9.3 9.3 100.0%

道路(外港1号) 298m H 4 ～ H 9 6.6 6.6 100.0%

道路(外港2号) 304m H 6 ～ H 10 1.6 1.6 100.0%

道路(外港1号)(改良①) 1,920m H 8 ～ H 24 44.2 41.7 94.3%

道路(外港1号)(改良②) 1,000m H 24 ～ H 27 8.3 0.0 0.0%

道路(外港1号)(橋梁) 610m H 8 ～ H 21 40.0 40.0 100.0%

ふ頭用地 H 1 ～ H 17 48.6 48.6 100.0%

合　　　　　計 593.7 564.9 95.1%

事業費
施   設 数   量 整備期間

２．事業の概要 
 
１）事業の目的 

戦後に整備が行われた伏木の内港地区については、小矢部川の河口に位置し、老朽化が進行

するとともに、流下土砂による航路埋没が課題となっている。 
伏木富山港(伏木地区)多目的国際ターミナル整備事業は、老朽化が著しく浚渫が必要な内港

からの脱却に併せて、船舶の大型化への対応を図るため岸壁(-14m)を中心的施設とする外港整

備を行う事業である。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図２－１ 多目的国際ターミナル整備事業構成施設(H21.12 撮影) 

２）施設概要及び進捗状況 

本事業は平成元年度より現地着手され、岸壁(-7.5m)と岸壁(-10m)の２バースが平成 10 年

度より、岸壁(-14ｍ)が平成 18 年度に暫定水深 12m として供用を開始している。 
  現在は、港内静穏度を確保するため、防波堤(北）の延伸を実施している。 

表２－１ 多目的国際ターミナル整備事業構成施設一覧 
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３．事業の効果 
 
１）便益の抽出 

本事業の効果は下表のとおりに分類される。 
便益としては、本来これらの効果をすべて計測すべきであるが、「既存ターミナルの混雑緩

和」「排出ガスの減少」に関する効果は定量的な分析が困難であるため、便益としては、「輸

送コストの削減」及び「内港維持費用の削減」に関する効果を計測するものとする。 
 

表３－１ 効果の分類 

効果の分類 効果の項目  効果の把握方法 

輸送・移動 輸送コストの削減 → 便益を計測する 
利用者 

安全 海岸および背後地の浸水被害の回避 → 定性的に把握する 

輸送・移動 既存ターミナルの混雑緩和 → 定性的に把握する 

排出ガスの減少 → 定量的に把握する 
環境 

沿道騒音等の軽減 → 計測しない 

ターミナル利用による雇用・所得の増大

港湾関連産業の雇用・所得の増大 

建設工事による雇用・所得の増大 

地域産業の安定・発展 

地域社会 

地域経済 

産業の国際競争力の向上 

→ 計測しない 

租税 地方税・国税の増加 → 計測しない 
公共部門 

費用縮減 内港維持費用の削減 → 便益を計測する 

 

２）便益計測の考え方 

 計測する便益を下表のとおり示す。具体的な考え方は以下に示す。 

 

表３－２ 便益一覧 

項目 便益 備考 

内港維持費用の削減     

 航路泊地の埋没浚渫費の削減 415.5 億円   

 廃棄物処分場護岸造成費用の削減 205.5 億円   

 老朽化岸壁改良費用の削減 108.3 億円   

輸送コストの削減   

 －１４ｍ岸壁の整備に伴う効果   

   陸上輸送コストの削減 2.2 億円／年 平成 18 年度以降計上 

   滞船コストの削減 0.6 億円／年 平成 30 年度以降計上 

   船舶の大型化に伴う輸送コストの削減 0.3 億円／年 平成 30 年度以降計上 

 －１０ｍ岸壁の整備に伴う効果   

   ＲＯＲＯ船貨物の陸上輸送コストの削減 0.5 億円／年 平成 25 年度以降計上 
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(1)内港維持費用の削減による効果 

    伏木富山港(伏木地区)は小矢部川の下流に位置しているため、埋没浚渫を従来から行っ 

てきた。しかし、毎年多大な費用がかかるため、ターミナルの整備(伏木外港建設)により埋 

没浚渫からの脱却を図る。外港を整備しない場合、内港の港湾機能を維持するために埋没浚 

渫、それに伴い発生する土砂を処分するための廃棄物処分場の造成、老朽化した岸壁の改良 

が必要となる。外港を整備した場合、これらにかかる費用が削減される。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

外港展開

廃棄物処分場
造成不要

維
持
浚
渫
不
要

埋
没
浚
渫
不
要

埋
没
浚
渫
不
要

外港展開

廃棄物処分場
造成不要

維
持
浚
渫
不
要

埋
没
浚
渫
不
要

埋
没
浚
渫
不
要

 

浚渫土砂量：年間約１７９千m3

廃棄物処分場
造成

維
持
浚
渫

埋
没
浚
渫

埋
没
浚
渫

 

浚渫土砂量：年間約１７９千m3

廃棄物処分場
造成

維
持
浚
渫

埋
没
浚
渫

埋
没
浚
渫

整備した場合：外港を利用 

老朽化岸壁改良費用 

108.3 億円 

整備しない場合：内港を利用 

小

矢

部

老朽岸壁改良 
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埋没浚渫からの脱却による費用の削減 729.4 億円 

小
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図３－１ 埋没浚渫からの脱却による効果のイメージ 



- 8 - 

(2)輸送コストの削減効果 

①伏木地区の将来貨物推計値 

企業ヒアリングの結果や平成 21 年 1 月のロシア政府の関税引き上げ措置より、平成 21
年以降の完成自動車（中古自動車）については、平成 20 年取扱量の 9 割減とする。その

他の貨物については、平成 20 年の取扱貨物量がそのまま継続されるものとする。なお、

平成 25 年以降は RORO 船定期便化、平成 30 年以降は新湊地区からの移転貨物により貨

物量は増加する。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 
②便益の対象貨物を扱う主な岸壁 

a)岸壁（-14ｍ）(現在暫定-12ｍ) 

平成 18 年に暫定-12m で供用開始し、現在 20,000DW 級の船舶で、石炭、原塩を取り扱

っている。そこで、便益の対象貨物を「石炭、原塩」とし、平成 18 年から 20 年までは各

年の実績値を用いて、平成 21 年以降も平成 20 年の取扱量が継続されるものとした。（平

成 18 年；5.3 万ﾄﾝ、平成 19 年；6.9 万ﾄﾝ、平成 20 年；6.4 万ﾄﾝ） 
新湊地区の中央 1 号岸壁(-14m)では、滞船が発生する状況であるため、移転可能な便益

の対象貨物「クロム鉱、石膏」を、伏木地区で扱うことにより滞船の解消を図る。便益の

計上は、泊地及び航路(-14m)の浚渫実施後の平成 30 年以降に、平成 20 年の 8.2 万ﾄﾝが継

続されるものとして計上する。 
 

b)岸壁（-10ｍ） 

現在取り扱っている完成自動車（中古自動車）は引き続き取り扱う。また埋没に伴い、

内港で取り扱っている貨物についても徐々に外港にシフトしてくる予定である。 
また、平成 17 年より北海道方面の RORO 船が試験寄港を行っているが、ヒアリング結

果から、防波堤（北）延伸後の平成 25 年以降にＲＯＲＯ船の月 1 便の定期便化を図る計

画があることから、便益の対象貨物として「ＲＯＲＯ船貨物」を取り扱う。貨物量は平成

20 年の実績から年間の貨物量 1.1 万ﾄﾝ算出している。 
 

図３－２ 伏木地区の貨物量の推定 
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c)岸壁（-7.5ｍ） 

 現在取り扱っている完成自動車（中古自動車）は引き続き取り扱う。また、埋没に伴 
い、内港で取り扱っている貨物についても順次外港にシフトしてくる予定である。 
 

（参考）  
d)左岸 1 号岸壁（-9.5ｍ）【プロジェクト対象外】 

石油製品を引き続き取り扱う予定である。 
 

e)国分岸壁（-5.5～-5.0ｍ）【プロジェクト対象外】 

重油、石油製品を引き続き取り扱う予定である。 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図３－３ 関連施設の配置 
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③-14ｍ岸壁の整備に伴う効果 

a) 石炭及び原塩の陸上輸送コストの削減【平成 18 年以降】 

本事業を実施することにより、利用港湾と貨物の消費地との陸上輸送距離が短縮され、陸  
上輸送費用が削減されることから、これに伴い生じる便益を計測する。 

整備がされない場合の代替港は、石炭・原塩を扱える水深 12m 以深の公共岸壁を有する港

湾の中から、対象貨物の消費地に も近い「直江津港（鉱産品岸壁(-13m)）」を設定した。 
なお、新湊地区の中央 1 号岸壁(-14m)はオイルコークス、金属鉱等の取扱で混雑している

ことから、代替港とはなり得ない。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

図３－４ 輸送コストの削減（石炭・原塩）効果のイメージ 
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輸送コスト削減額 2.2 億円/年 
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b) クロム鉱及び石膏を扱う船舶の滞船コストの削減【平成 30 年以降】 

本事業を実施することにより、沖待ち等が発生し混雑している新湊地区から伏木地区へ貨

物をシフトできることから、新湊地区において船舶の沖待ちが解消し、滞船コストが削減さ

れる便益を計上する。 
平成 20 年実績において、新湊地区に入港している船舶のうち、岸壁が荷役作業中による

沖待ちは 22 隻あり、沖待ち時間は約 730 時間である。このうち、滞船コスト削減便益の計

上では、20,000DW 以上の船舶の沖待ち時間 604.8 時間（17 隻）を対象とする貨物がシフト

されることにより、滞船コストが解消されるものとした。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 
 
 

図３－５ 滞船コストの削減（クロム鉱、石膏）効果のイメージ 
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輸送コスト削減額 0.6 億円/年 
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c) 石炭及び原塩を扱う船舶の大型化による輸送コストの削減【平成 30 年以降】 

岸壁(-14m)は、暫定水深 12m で平成 18 年度より供用している。航路・泊地を水深-14m
まで増深した場合、現在の 20,000DW 級から 55,000DW 級の船舶が利用可能となる。船舶

の大型化に伴い 1 隻当たりの積載量も増加し、運行回数も少なくなることから、海上輸送コ

ストの削減が見込まれる。よって、船舶の大型化による海上輸送コスト削減便益を計上する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図３－６ 海上輸送コストの削減効果のイメージ 

輸送コスト削減額 0.3 億円/年 
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④-10ｍ岸壁の整備に伴う効果 

a) ＲＯＲＯ船貨物の輸送コストの削減【平成 25 年以降】 

本事業を実施することにより、利用港湾と貨物の発生地・消費地との陸上輸送距離が短

縮されるとともに利用港湾と相手港との海上輸送距離も変わることから、これに伴い生じ

る便益を計測する。 

整備がされない場合の代替港は、現在相手港(北海道)との定期航路がある新潟港と敦賀

港を対象とし、各々の陸上輸送距離と海上輸送距離を算出し、合計の費用で安い｢新潟港｣

を設定した。 

なお、新湊地区には中央岸壁 2～4 号(-10m)、北 2 号岸壁(-10m)、東 1～2 号岸壁(-10m)

があるが、各岸壁は混雑している状況から、代替港として検討しない。 
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図３－７ 輸送コストの削減（RORO 航路）効果のイメージ 

輸送コスト削減額 0.5 億円/年 
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３）費用便益分析結果 

 基準年度：平成 22 年度 

 事業期間：昭和 63 年度～平成 29 年度 

 評価期間：平成 18 年度～平成 67 年度（事業完了後 50 年） 

(1)事業全体における費用便益分析結果 

費用便益分析に用いる便益等及び結果（事業全体） 

※端数処理により、各項目の和は、必ずしも合計値とはならない。 

(2)残事業における費用便益分析結果 

費用便益分析に用いる便益等（残事業）※防波堤(北)、航路泊地(-14m)他 

項目 貨幣換算値 
基準年度における

現在価値 

便益合計 78.5 億円 26.4 億円

 輸送コストの削減 54.7 億円 22.4 億円

   －１４ｍ岸壁の整備等に伴う効果 31.9 億円 12.4 億円

     滞船コストの削減 22.4 億円 8.7 億円

     船舶の大型化に伴う輸送コストの削減 9.5 億円 3.7 億円

   －１０ｍ岸壁等の整備に伴う効果 22.8 億円 10.0 億円

     ＲＯＲＯ船貨物の陸上輸送コストの削減 22.8 億円 10.0 億円

 残存価値 23.8 億円 4.1 億円

費用合計 27.5 億円 23.6 億円

費用便益比（ＣＢＲ）  1.1

※端数処理のため、各項目の和は、必ずしも合計値とはならない。 

項目 貨幣換算値 
基準年度における

現在価値 

便益合計 943.7 億円 1,307.6 億円

 内港維持費用の削減 729.4 億円 1,220.0 億円

   航路泊地の埋没浚渫費の削減 415.5 億円 234.7 億円

   廃棄物処分場護岸造成費用の削減 205.5 億円 908.3 億円

   老朽化岸壁改良費用の削減 108.3 億円 77.0 億円

 輸送コストの削減 163.5 億円 79.0 億円

   －１４ｍ岸壁の整備等に伴う効果 140.7 億円 69.0 億円

     陸上輸送コストの削減 108.8 億円 56.6 億円

     滞船コストの削減 22.4 億円 8.7 億円

     船舶の大型化に伴う輸送コストの削減 9.5 億円 3.7 億円

   －１０ｍ岸壁等の整備に伴う効果 22.8 億円 10.0 億円

     ＲＯＲＯ船貨物の陸上輸送コストの削減 22.8 億円 10.0 億円

 残存価値 50.8 億円 8.7 億円

費用合計 580.8 億円 982.1 億円

費用便益比（ＣＢＲ）  1.3
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４）その他の効果 

(1)海岸及び背後地の浸水被害の回避 

富山湾は｢あいがめ｣と呼ばれる水深が激変する複雑な海底地形の影響により、「寄り回り

波」と呼ばれるうねり性の高波が襲来し、浸水被害が相次いでいる。 
防波堤（北）は、港内静穏度確保のため整備を実施しているところであるが、このような

うねり性の高波を軽減する効果もあり、ターミナル背後地の浸水被害を防護する役割も担っ

ている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

(2)既存ターミナルの混雑緩和 

伏木富山港新湊地区の中央 1 号岸壁(-14m)は、50,000 DW 級の貨物船が接岸出来る伏木富

山港唯一のターミナルであり、滞船が発生するほど混雑が著しい。伏木地区に-14m 岸壁を

整備することにより当該ターミナルの混雑緩和を図ることが可能となる。 
(3)排出ガスの減少 

輸送の効率化に伴い、光化学スモッグや酸性雨などを引き起こす大気汚染原因物質のＣＯ

２、ＮＯx の削減が可能となる。 

項目 ＣＯ２削減量 ＮＯＸ削減量 

①陸上輸送距離の削減（石炭・原塩） 117.0t-c/年 3.2t/年

②陸上輸送距離の削減（ＲＯＲＯ貨物） 31.2t-c/年 0.8t/年

③滞船隻数の減少 6,499.0t-c/年 

H21.12 撮影

①

①

襲来する波向き

H20.2.24 高波浪襲来時

H元 多目的ターミナル整備前の伏木地区

防波堤（北）

市街地

市街地

H21.12 現在の多目的ターミナル

H20.2.25
北日本新聞



- 16 - 

４．対応方針（原案） 
 
 
１） 事業の必要性等に関する視点 

 

・伏木内港地区は、小矢部川の流下土砂による航路・泊地の埋没が発生する。この対策と

して、埋没浚渫を実施していたが、外港を整備することで埋没浚渫費用を削減できる。 
・外港を整備しない場合、埋没浚渫による土砂が発生し、処分場を整備する必要がある。

また、内港地区の岸壁は老朽化が進んでいるため、継続して使用するには改良が必要と

なる。外港が整備された場合、以上の費用を削減できる。 
・さらに、外港地区に大型船に対応した岸壁が整備されることにより、輸送コストが縮減

されるため、新規貨物の取り扱いなども期待できる。 
・伏木富山港に水深 14ｍの岸壁が１バースしかないことにより混雑している新湊地区１号

岸壁(-14m)の混雑緩和、滞船の解消にもつながるものと期待される。 
・以上のように外港を整備する場合、費用対効果分析における効果が十分認められること

から、整備を推進する必要がある。 
・なお、外港を整備する場合の費用便益比は 1.3 である。 

 
２） 事業の進捗の見込みの視点 

 

・事業の進捗率は平成 22 年度で 95％である。また、地元からの早期完成への大きな期待と

強い整備要請があることから、今後も計画通り整備していく。 
 
３） コスト縮減や代替案立案等の可能性の視点 

 

・今後の事業を実施するにあたっては、新技術開発によるコスト縮減に努める。また、本

事業は土地利用、環境への影響等を総合的に勘案した計画を定めており、 適であると

判断している。 
 
【対応方針（原案）：事業継続】 

（理由） 
・伏木外港整備は、港湾機能のシフトによる維持・管理コストの削減及び大型船の利用に

よる物流コストの縮減により、地域産業の発展や国際競争力の強化等が図られる。 
 
従って、本事業は継続が妥当である。 

 



費用対効果算出資料



伏木富山港伏木地区多目的国際ターミナル整備事業
費用便益分析シート(割引前) 費用便益分析シート(割引後)

B/C= 1.3
(億円) (億円)

初期投資・
更新投資

管理
運営費

総費用
（C）

航路泊地
の埋没浚
渫費の削
減便益

廃棄物処
分場護岸
造成費用
の削減便

益

老朽化岸
壁改良費
用の削減
便益

陸上輸送
コストの
削減便益

滞船コスト
の削減便益

船舶の
大型化に
伴う輸送
コストの
削減便益

ＲＯＲＯ
船貨物の
陸上輸送
コストの
削減便益

残存価値
総便益
（B）

純便益
（B-C）

備　　考
初期投資・
更新投資

管理
運営費

総費用
（C）

航路泊地
の埋没浚
渫費の削
減便益

廃棄物処
分場護岸
造成費用
の削減便

益

老朽化岸
壁改良費
用の削減
便益

陸上輸送
コストの
削減便益

滞船コスト
の削減便益

船舶の
大型化に
よる海上
コスト削
減便益

ＲＯＲＯ
船貨物の
陸上輸送
コストの
削減便益

残存価値
総便益
（B）

純便益
（B-C）

備　　考

S63 1988 1.9 1.9 -1.9 S63 1988 5.3 5.3 -5.3
H1 1989 34.0 34.0 -34.0 H1 1989 87.3 87.3 -87.3
H2 1990 20.6 20.6 62.5 62.5 41.9 H2 1990 49.0 49.0 136.9 136.9 87.9
H3 1991 16.1 16.1 62.5 62.5 46.4 H3 1991 35.8 35.8 131.7 131.7 95.9
H4 1992 35.3 35.3 62.5 62.5 27.2 H4 1992 74.5 74.5 126.6 126.6 52.1
H5 1993 51.4 51.4 62.5 62.5 11.1 H5 1993 104.5 104.5 121.7 121.7 17.3
H6 1994 40.4 40.4 62.5 62.5 22.1 H6 1994 78.3 78.3 117.0 117.0 38.8
H7 1995 34.8 34.8 62.5 62.5 27.7 H7 1995 64.6 64.6 112.5 112.5 47.9
H8 1996 18.1 18.1 62.5 62.5 44.4 H8 1996 32.4 32.4 108.2 108.2 75.8
H9 1997 13.8 13.8 62.5 62.5 48.7 H9 1997 23.6 23.6 104.1 104.1 80.4
H10 1998 25.8 25.8 -25.8 H10 1998 43.2 43.2 -43.2
H11 1999 34.0 34.0 -34.0 H11 1999 55.4 55.4 -55.4
H12 2000 51.0 51.0 -51.0 H12 2000 79.9 79.9 -79.9
H13 2001 34.6 34.6 -34.6 H13 2001 53.0 53.0 -53.0
H14 2002 26.5 26.5 -26.5 H14 2002 39.5 39.5 -39.5
H15 2003 18.2 18.2 7.8 7.8 -10.3 H15 2003 25.8 25.8 10.3 10.3 -15.4
H16 2004 19.8 19.8 7.8 7.8 -11.9 H16 2004 26.5 26.5 9.9 9.9 -16.5
H17 2005 14.2 14.2 7.8 7.8 -6.3 H17 2005 18.1 18.1 9.5 9.5 -8.5
H18 2006 1 7.2 0.2 7.4 7.8 1.8 9.6 2.2 岸壁（-14m）供用開始 H18 2006 1 8.7 0.3 8.9 9.2 2.0 11.2 2.3 岸壁（-14m）供用開始
H19 2007 2 10.4 0.2 10.6 7.8 2.4 10.2 -0.4 H19 2007 2 11.8 0.2 12.0 8.8 2.6 11.4 -0.6
H20 2008 3 18.4 0.2 18.6 7.8 2.2 10.0 -8.6 H20 2008 3 19.3 0.2 19.5 8.5 2.3 10.8 -8.7
H21 2009 4 11.3 0.2 11.5 7.8 2.2 10.0 -1.4 H21 2009 4 11.7 0.2 11.9 8.2 2.3 10.4 -1.5
H22 2010 5 5.1 0.2 5.3 7.8 2.2 10.0 4.7 評価基準年 H22 2010 5 5.1 0.2 5.3 7.8 2.2 10.0 4.7 評価基準年
H23 2011 6 3.9 0.2 4.1 7.8 3.2 2.2 13.2 9.1 H23 2011 6 3.8 0.2 4.0 7.5 3.0 2.1 12.7 8.7
H24 2012 7 4.3 0.2 4.5 7.8 3.2 2.2 13.2 8.7 H24 2012 7 3.9 0.2 4.1 7.2 2.9 2.0 12.2 8.0
H25 2013 8 3.0 0.2 3.2 7.8 3.2 2.2 0.5 13.7 10.5 H25 2013 8 2.6 0.2 2.8 7.0 2.8 1.9 0.5 12.2 9.4
H26 2014 9 4.3 0.2 4.5 7.8 7.2 2.2 0.5 17.8 13.3 H26 2014 9 3.7 0.2 3.8 6.7 6.2 1.9 0.5 15.2 11.4
H27 2015 10 5.5 0.2 5.8 7.8 7.2 2.2 0.5 17.8 12.0 H27 2015 10 4.6 0.2 4.7 6.4 6.0 1.8 0.4 14.6 9.9
H28 2016 11 4.8 0.2 5.0 7.8 4.1 2.2 0.5 14.6 9.7 H28 2016 11 3.8 0.2 3.9 6.2 3.2 1.7 0.4 11.6 7.6
H29 2017 12 1.8 0.2 2.0 7.8 8.2 2.2 0.5 18.7 16.8 H29 2017 12 1.3 0.2 1.5 6.0 6.2 1.7 0.4 14.2 12.7
H30 2018 13 0.2 0.2 7.8 10.3 2.2 0.6 0.3 0.5 21.7 21.5 H30 2018 13 0.2 0.2 5.7 7.6 1.6 0.4 0.2 0.4 15.9 15.7
H31 2019 14 0.2 0.2 7.8 6.2 2.2 0.6 0.3 0.5 17.6 17.4 H31 2019 14 0.1 0.1 5.5 4.4 1.5 0.4 0.2 0.4 12.4 12.2
H32 2020 15 0.2 0.2 7.8 10.3 2.2 0.6 0.3 0.5 21.7 21.5 H32 2020 15 0.1 0.1 5.3 7.0 1.5 0.4 0.2 0.4 14.7 14.5
H33 2021 16 0.2 0.2 7.8 14.4 2.2 0.6 0.3 0.5 25.8 25.6 H33 2021 16 0.1 0.1 5.1 9.4 1.4 0.4 0.2 0.3 16.8 16.6
H34 2022 17 0.2 0.2 7.8 10.3 2.2 0.6 0.3 0.5 21.7 21.5 H34 2022 17 0.1 0.1 4.9 6.5 1.4 0.4 0.2 0.3 13.6 13.4
H35 2023 18 0.2 0.2 7.8 8.2 2.2 0.6 0.3 0.5 19.6 19.4 H35 2023 18 0.1 0.1 4.7 4.9 1.3 0.4 0.2 0.3 11.8 11.6
H36 2024 19 0.2 0.2 7.8 8.2 2.2 0.6 0.3 0.5 19.6 19.4 H36 2024 19 0.1 0.1 4.5 4.7 1.3 0.3 0.1 0.3 11.3 11.2
H37 2025 20 0.2 0.2 7.8 4.1 2.2 0.6 0.3 0.5 15.5 15.3 H37 2025 20 0.1 0.1 4.4 2.3 1.2 0.3 0.1 0.3 8.6 8.5
H38 2026 21 0.2 0.2 7.8 2.2 0.6 0.3 0.5 11.4 11.2 H38 2026 21 0.1 0.1 4.2 1.2 0.3 0.1 0.3 6.1 6.0
H39 2027 22 0.2 0.2 7.8 2.2 0.6 0.3 0.5 11.4 11.2 H39 2027 22 0.1 0.1 4.0 1.1 0.3 0.1 0.3 5.8 5.7
H40 2028 23 0.2 0.2 7.8 2.2 0.6 0.3 0.5 11.4 11.2 H40 2028 23 0.1 0.1 3.9 1.1 0.3 0.1 0.3 5.6 5.5
H41 2029 24 0.2 0.2 7.8 2.2 0.6 0.3 0.5 11.4 11.2 H41 2029 24 0.1 0.1 3.7 1.0 0.3 0.1 0.3 5.4 5.3
H42 2030 25 0.2 0.2 7.8 2.2 0.6 0.3 0.5 11.4 11.2 H42 2030 25 0.1 0.1 3.6 1.0 0.3 0.1 0.2 5.2 5.1
H43 2031 26 0.2 0.2 7.8 2.2 0.6 0.3 0.5 11.4 11.2 H43 2031 26 0.1 0.1 3.4 1.0 0.3 0.1 0.2 5.0 4.9
H44 2032 27 0.2 0.2 7.8 2.2 0.6 0.3 0.5 11.4 11.2 H44 2032 27 0.1 0.1 3.3 0.9 0.2 0.1 0.2 4.8 4.7
H45 2033 28 0.2 0.2 7.8 2.2 0.6 0.3 0.5 11.4 11.2 H45 2033 28 0.1 0.1 3.2 0.9 0.2 0.1 0.2 4.6 4.5
H46 2034 29 0.2 0.2 7.8 2.2 0.6 0.3 0.5 11.4 11.2 H46 2034 29 0.1 0.1 3.1 0.9 0.2 0.1 0.2 4.4 4.4
H47 2035 30 0.2 0.2 7.8 2.2 0.6 0.3 0.5 11.4 11.2 H47 2035 30 0.1 0.1 2.9 0.8 0.2 0.1 0.2 4.3 4.2
H48 2036 31 0.2 0.2 7.8 2.2 0.6 0.3 0.5 11.4 11.2 H48 2036 31 0.1 0.1 2.8 0.8 0.2 0.1 0.2 4.1 4.0
H49 2037 32 0.2 0.2 7.8 2.2 0.6 0.3 0.5 11.4 11.2 H49 2037 32 0.1 0.1 2.7 0.8 0.2 0.1 0.2 4.0 3.9
H50 2038 33 0.2 0.2 7.8 2.2 0.6 0.3 0.5 11.4 11.2 H50 2038 33 0.1 0.1 2.6 0.7 0.2 0.1 0.2 3.8 3.7
H51 2039 34 0.2 0.2 7.8 2.2 0.6 0.3 0.5 11.4 11.2 H51 2039 34 0.1 0.1 2.5 0.7 0.2 0.1 0.2 3.7 3.6
H52 2040 35 0.2 0.2 7.8 2.2 0.6 0.3 0.5 11.4 11.2 H52 2040 35 0.1 0.1 2.4 0.7 0.2 0.1 0.2 3.5 3.4
H53 2041 36 0.2 0.2 7.8 2.2 0.6 0.3 0.5 11.4 11.2 H53 2041 36 0.1 0.1 2.3 0.6 0.2 0.1 0.2 3.4 3.3
H54 2042 37 0.2 0.2 7.8 2.2 0.6 0.3 0.5 11.4 11.2 H54 2042 37 0.1 0.1 2.2 0.6 0.2 0.1 0.2 3.2 3.2
H55 2043 38 0.2 0.2 7.8 2.2 0.6 0.3 0.5 11.4 11.2 H55 2043 38 0.1 0.1 2.1 0.6 0.2 0.1 0.1 3.1 3.1
H56 2044 39 0.2 0.2 7.8 2.2 0.6 0.3 0.5 11.4 11.2 H56 2044 39 0.1 0.1 2.1 0.6 0.2 0.1 0.1 3.0 2.9
H57 2045 40 0.2 0.2 7.8 2.2 0.6 0.3 0.5 11.4 11.2 H57 2045 40 0.1 0.1 2.0 0.6 0.1 0.1 0.1 2.9 2.8
H58 2046 41 0.2 0.2 7.8 2.2 0.6 0.3 0.5 11.4 11.2 H58 2046 41 0.1 0.1 1.9 0.5 0.1 0.1 0.1 2.8 2.7
H59 2047 42 0.2 0.2 7.8 2.2 0.6 0.3 0.5 11.4 11.2 H59 2047 42 0.0 0.0 1.8 0.5 0.1 0.1 0.1 2.7 2.6
H60 2048 43 0.2 0.2 7.8 2.2 0.6 0.3 0.5 11.4 11.2 H60 2048 43 0.0 0.0 1.8 0.5 0.1 0.1 0.1 2.6 2.5
H61 2049 44 0.2 0.2 7.8 2.2 0.6 0.3 0.5 11.4 11.2 H61 2049 44 0.0 0.0 1.7 0.5 0.1 0.1 0.1 2.5 2.4
H62 2050 45 0.2 0.2 7.8 2.2 0.6 0.3 0.5 11.4 11.2 H62 2050 45 0.0 0.0 1.6 0.5 0.1 0.1 0.1 2.4 2.3
H63 2051 46 0.2 0.2 7.8 2.2 0.6 0.3 0.5 11.4 11.2 H63 2051 46 0.0 0.0 1.6 0.4 0.1 0.1 0.1 2.3 2.2
H64 2052 47 0.2 0.2 7.8 2.2 0.6 0.3 0.5 11.4 11.2 H64 2052 47 0.0 0.0 1.5 0.4 0.1 0.0 0.1 2.2 2.2
H65 2053 48 0.2 0.2 7.8 2.2 0.6 0.3 0.5 11.4 11.2 H65 2053 48 0.0 0.0 1.5 0.4 0.1 0.0 0.1 2.1 2.1
H66 2054 49 0.2 0.2 7.8 2.2 0.6 0.3 0.5 11.4 11.2 H66 2054 49 0.0 0.0 1.4 0.4 0.1 0.0 0.1 2.0 2.0
H67 2055 50 0.2 0.2 7.8 -294.4 2.2 0.6 0.3 0.5 50.8 -232.2 -232.4 H67 2055 50 0.0 0.0 1.3 -50.4 0.4 0.1 0.0 0.1 8.7 -39.8 -39.8

570.3 10.5 580.8 415.5 205.5 108.3 108.8 22.4 9.5 22.8 50.8 943.7 362.9 976.6 5.5 982.1 234.7 908.3 77.0 56.6 8.7 3.7 10.0 8.7 1,307.6 325.5

割　　引　　前

年度
施設供
用期間

割　　引　　後

合　計

施設供
用期間 年度

合　計




